２　鳥取県の組織とその現状
古文化研究の組織　　　県内には鳥取大学や県立科学博物館があり、社会教育課のもとに文化財専門委員１５名の組織があるが、どの専門組織内も人手不足で、史跡埋蔵文化財担任者も僅かに３名しかいない。このほか米子に私設の佐々木古代文化研究所が、およそ２０名の研究員を抱えて、古文化の研究や文化財を護るパトロール組織をもっていることはまことに喜ばしい。
鳥取県の古墳分布　　　鳥取県では昭和３７年に東・中・西部の３地域に区分し、３人の埋蔵文化財専門委員を１人づつ調査責任者として配置し、そのなかに若干の援助者をつけて調査を開始し、およそ１年がかり
                    で、封土をもつ古墳の分布数その他を精密にまとめることができた。
                        注(１)　封土（上に土を積上げてつくった古墳）

　　　　　　　　　　　これによると県内遺跡は4,７０９、このうちには繩文・弥生遺跡１２１、古廃寺址・窯跡３３、其他４がふくまれているから、これをのぞけば、封土のある古墳が３,９１８基も現存することになる。これには、経塚・横穴式石室・横穴式土孔は加わっていないので、これを加えると相当の数になるが大部分は未調査となっている。そして４,０００基ちかくの古墳のうち特別に保存注意を要する古墳２００基ばかりを選出し、これを文部省に報告している。

鳥取県の古墳の数　　　この古墳を形式上から類別してみると、

　　　　　　　　　　　　円墳　　　　  ３,７８２     　方墳　 ２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群数３２９群

　　　　　　　　　　　　前方後円墳　　　１１３　　 　横穴　２１
　　　　　　　　　　　だいたい総遺跡数を因・伯両国にわけてみると因幡部は１,０６９、伯耆部は３,０１０となり、伯耆部のうち、倉吉と東伯郡をあわせたいわゆる中部には１,２００ばかりの遺跡のあることがわかってきた。
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